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これまで実用化がやや遅かった
組み込みLinux採用ケータイ端末

Linuxを携帯電話機向けOSとしても

利用することは、オープンソース、ロイヤ

ルティーフリー、世界中に広がる開発者

を発売した。その両社で採用されたプ

ラットフォームもモンタビスタ社のMon-

taVista Linuxである。

世界初と日本初のプロジェクトに
かかわったOSベンダー

米国と日本の主要携帯電話機メーカー

2社でモンタビスタのLinuxソリューショ

ンが採用されたことについて、モンタビ

スタ社のCEOであるJim Ready氏に聞

いた。

採用に至る決め手として「組み込み機

器関連業界で長く仕事してきたことで、

今後何が起きそうかを後発組より若干早

く見据え、若干早く準備できたことでは

ないかと思っている。我々の顧客となる

メーカーは歴史を作るような仕事をして

いると思うし、その一部にかかわること

ができて非常に光栄だ」と述べた。

モンタビスタ社がモトローラ社向けに

最初のLinux携帯端末を作ったとき、大

きなチャレンジが2つあったという。1つ

はインテル社の新しいプロセッサーを利

用した初めての端末であったこと、もう1

つは米モトローラ社ではなく中国のモト

ローラ社との開発であったことだという。

Linuxを採用した端末の数はSymbian

やBREWを採用している端末の機種数

よりまだ少ないため、開発に時間がかか

るのではないかという印象があったが、

これまでの苦労が実り、最近は徐々に

Linuxケータイも増えつつある。

ここ約1年半で、全世界でモトローラ

社のLinux搭載端末は4機種に、NECか

らは2機種、全部で6機種になろうとして

いる。特にモトローラは最初の1機種後

は矢継ぎ早に複数の機種をリリースし

た。

他のケータイOSとの違いは
その哲学

携帯電話機向けのOSにはSymbian、
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リソースが利用できるなどのメリットがあ

る。その一方で、省電力化やリアルタイ

ム性などが課題となり、バッテリーやメ

モリーなど、リソースが限られた携帯電

話向けにはなかなか製品化が進んでい

なかった。

その間、英シンビアン社のSymbian

OSやクアルコムのBREWといったプ

ラットフォーム（今号の特集「ケータイが熱

い！」を参照のこと）をベースとした端末

の普及が進んでいった。

これが高機能ケータイ端末向けOSの

世界市場における現状と言える。

進み始めたケータイLinux
NTTドコモのFOMA端末でも採用

そのようななか、2004年末にNTTド

コモが自社のFOMA端末向けプラット

フォームとして、2つのOSの採用を発表

した。1つはSymbianで、もう1つは組

み込みLinuxである。そして、組み込み

Linuxのソリューションプロバイダーとし

て採用されたのがモンタビスタ社であ

る。

2004年、NECが国内で初めてLinux

採用の携帯電話機を発売した。この約1

年前には米モトローラ社が、中国市場向

けで世界初のLinuxを搭載した携帯端末
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BREW、そして日本ではまだ採用実績が

ないマイクロソフト社のWindows Mobile

などもある。これらのOSに比べ、組み

込みLinuxの違いについて、Ready氏は

つぎのように述べた。

「まずいえることは、哲学の違いだろ

う。Linuxのもっともよい点はオープンシ

ステム、つまりソースコードが開示されて

いたり、ロイヤルティーフリーであったり

ということだ。SymbianやWindowsはよ

いシステムだと思うが、特定の１社が開

発した独自なものだという点でLinuxと

異なる。

もう1つの違いは、Linuxはそもそも

用途を特定しない汎用のOSだが、Sym-

bianやWindows Mobileはスマートフォ

ンという特定の用途を前提に作られてい

る点だ。もちろんこれには双方とも、メ

リットとデメリットの両面がある。しかし、

携帯電話は今後ますますパソコンのよう

に汎用的な使い方がされるようになるだ

ろうということを考えると、最初からメイ

ンストリームであるOSを使うのがよいと

考えている」。

情報家電市場も視野に入れると
有利なLinux採用

組み込みLinuxの利点については、

ケータイのみならずデジタル情報家電向

けでも広く使えることも挙げられる。

Ready氏は「共通プラットフォームであれ

ばデスクトップで使われていたアプリ

ケーションをそのまま使うこともできる。

今後、ミドルウェアを使ってさまざまな既存

のビジネスアプリケーションも流用できる

ようになっていくであろう」という認識だ。

組み込み機器数は多いが、
大きな組み込みソフト企業不在の業界

日本では組み込みソフトウェアの開発

技術者は製品サイクルの短期化や端末の

高機能化で、短納期での開発や仕様変

更の多さを余儀なくされ、苦労が絶えな

いが、それは米国でも同じなのであろう

か。Ready氏は組み込み機器の数は非

常に多いわりに、大手の組み込みソフト

ウェア企業がない事実を指摘する。これ

には、組み込み機器業界は歴史的に分

断的な面があったことなどが背景にある

といえよう。これは業界構造を考えるう

えで非常に大切な点である。

「これは我々の論理になってしまうが、

組み込み機器業界でそれなりのソフト

ウェア企業を育てるにはスタンダードプ

ラットフォームが不可欠といえるだろう。

スタンダードプラットフォームが広まること

で、皆にとって経済的スケール効果が生

まれてくる可能性がある」（Ready氏）

確かに、携帯端末やデジタル家電機器

におけるソフトウェアの役割が拡大する

昨今、組み込みソフトウェア企業の役割

が拡大するのは自然な流れともいえる。

ただし、そうなるには組み込みソフト

ウェア企業が取り組まなければならない

チャレンジもある。たとえば、組み込み

機器向けにLinuxを採用する企業の多く

にとって、最大の採用理由は開発コスト

の低減である。したがって、顧客企業に

とって大切なのは、従来の開発方法より

も短期間・低コストで開発することがで

きるかどうかである。つまり、組み込み

ソフトウェア企業は、技術ソリューション

を提供するだけでなく、顧客企業に対し

てのビジネス面での成功に貢献すること

が大切だということである。

図1 組み込みLinux市場（国内） 図2 MontaVista Linuxを搭載した組み込み機器の実例
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